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ワーキングチーム検証結果（抜粋）

論点No.78、88

非常用発電機や配電盤などの電源設備
について、同じ場所や地下にたくさん
設置しても、火災や津波の侵入により
全て一度に使えなくなり、意味がない
のではないか。

電源対策 －電源確保機器の多重性、独立性－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第18回ワーキング
（2021.2.16）で議論

電源設備は、火災などにより複数の系
統が同時に機能喪失しないよう隔壁な
どで物理的に分離する他、バックアッ
プとして追加した電源設備は、津波な
どで同時に使えなくならないよう高台
などに分散して配備されていることを
確認

・非常用ディーゼル発電機や電源盤等は、同様の
機能をもつ複数の系統が同時に機能を失わない
よう、隔壁等による物理的分離などの対策を
講じる。

・バックアップとなる代わりの電源設備は、地震、
津波、火災等により同時に使えなくならないよ
う、高台などに位置的に分散して配備。

○建屋内における物理的分離 ○代替電源設備の位置的分散

非常用ディーゼル発電機

電源設備の位置的分散のイメージ

常設代替高圧電源装置

可搬型代替低圧電源車

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html

